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残 念 な こ と に 、 未 だ 広

く 知 ら れ て い な い よ う だ

が 、 山 梨 大 学 で は 、 今 年

四 月 一 日 を も っ て 、 大 学

院 の 殆 ど を 部 局 化 し 、「 医

学 工 学 総 合 研 究 部 ・ 医 学

工 学 総 合 教 育 部 」 と い う

組 織 を 新 設 し た 。こ れ は 、

旧 山 梨 ・ 山 梨 医 科 両 大 学

統 合 の 理 念 で あ っ た 「 諸

学 の 融 合 に よ る 知 の 再 構

築 」 と い う テ ー マ の 実 践

組 織 で あ る 。  

在 来 の 大 学 院 は 、 大 学

の 学 部 に 所 属 す る 教 員 に

よ っ て 、 学 部 の 付 加 的 組

織 の よ う に 構 成 さ れ て い

た が 、 新 組 織 で は 、 関 係

教 員 は 大 学 院 医 学 工 学 総

合 研 究 部 と い う 一 堂 に 集

め ら れ 、 こ こ か ら 学 部 や

大 学 院 医 学 工 学 総 合 教 育

部 に 教 育 サ ー ビ ス を す る

研 究 組 織 と し 、 こ ち ら を

在 来 の 学 部 に 替 え て 大 学

の 部 局 と し て 主 体 化 し た

の で あ る 。 こ う い う 組 織

化 を 「 大 学 院 部 局 化 」 な

ど と い う 。 山 梨 大 学 は 、

こ の 創 設 に 足 か け 4 年 を

か け て 準 備 し 、 そ の 創 設

が 大 学 統 合 の 最 大 の イ ン

セ ン テ ィ ブ だ っ た の で あ

る 。  

去 る 七 月 四 日 に は 、 本

組 織 の 設 置 記 念 式 典 を 開

催 し 、 文 部 科 学 省 お よ び

全 国 の 大 学 関 係 者 か ら 祝

福 さ れ た と こ ろ で あ る 。

こ の 大 学 院 部 局 化 は 、 東

京 大 学 を 筆 頭 に 九 七 国 立

大 学 中 十 九 番 目 で あ っ た 。

紙 幅 が 無 い の で 簡 略 に 中

身 を 紹 介 し て お こ う 。  

ま ず 、 医 学 ・ 工 学 系 教

員 三 百 七 十 五 名 は す べ て

「 総 合 研 究 部 」に 所 属 し 、

医 学 系 の 医 学 学 域 、 技 術

系 の 工 学 学 域 、 お よ び 両

者 の 学 際 領 域 と し て 医 学

工 学 融 合 学 域 を 構 成 す る 。

こ こ か ら 、「 総 合 教 育 部 」

に 教 育 サ ー ビ ス を 提 供 す

る 。  

「 総 合 教 育 部 」 も 同 様

に 医 学 領 域 、 工 学 領 域 、

医 学 工 学 融 合 領 域 で 構 成

さ れ 、 こ こ に 大 学 院 学 生

が 所 属 す る 。 博 士 後 期 課

程 学 生 （ 定 員 九 三 名 ） に

修 了 時 に 与 え ら れ る 学 位

は 、 医 学 ・ 工 学 ・ 学 術 学 ・

看 護 学 ・ 医 工 学 ・ 医 科 学 ・

情 報 科 学 な ど 七 種 の 博 士

と し て い る 。  

博 士 前 期 課 程 は 医 学 領

域 と し て 新 た に 医 科 学 専

攻 を 置 き 、 看 護 学 と 工 学

領 域 は 従 来 の 前 期 課 程 の

定 員 見 直 し に と ど め 、 学

生 定 員 を 百 名 増 の 二 百 五

十 三 名 と し た 。 学 位 は 、

博 士 に 準 拠 し た 修 士 と し

て い る 。 こ こ で 特 徴 的 な

の は 、 医 科 学 専 攻 で 、 医

学 や 工 学 に 限 ら ず 、 全 て

の 専 門 分 野 か ら 進 学 で き 、

医 療 、 検 査 、 保 健 、 Ｂ Ｔ

な ど の 専 門 家 を 目 指 す こ



と が で き る 。  

な お 、 総 合 教 育 部 の 研

究 ・ 教 育 指 導 は 、 総 合 研

究 部 に 属 さ な い 附 属 病 院

や ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー 研

究 セ ン タ ー な ど 六 つ の 文

部 科 学 省 令 施 設 、 教 育 人

間 科 学 部 、 山 梨 県 立 環 境

科 学 研 究 所 を 協 働 組 織 と

し 、 そ の 教 員 ス タ ッ フ 二

百 余 名 も 、 こ れ に 当 た る

こ と と し て い る 。  

こ れ に よ っ て 、 医 学 工

学 学 際 領 域 の 開 拓 を 行 う

わ が 国 初 の 本 格 的 学 術 融

合 組 織 が 創 設 さ れ た の で

あ る 。  

と こ ろ で 、 七 月 九 日 、

国 立 大 学 法 人 法 が 成 立 し

た 。 こ れ に よ っ て 、 山 梨

大 学 は 、 来 年 四 月 一 日 を

も っ て 「 国 立 大 学 法 人 山

梨 大 学 」 に 生 ま れ か わ る

こ と に な る 。 こ れ に よ る

変 化 は 、 そ れ こ そ わ が 国

の 大 学 制 度 創 設 以 来 最 大

規 模 の も と な る が 、 そ の

詳 細 に つ い て は 別 の 機 会

に 譲 る 。 た だ 、 上 述 の 大

学 院 改 革 は 、 こ う い う 変

革 に 整 合 す る よ う に 計 画

さ れ て い る こ と を 指 摘 し

て お く 。  

と こ ろ で 、 大 学 は 地 域

の 知 の 中 核 で あ る 。 そ こ

で 行 わ れ て き た 知 的 活 動

の 成 果 は 、 今 日 で は 知 的

財 産 と よ ば れ る 有 形 ･ 無

形 の 「 価 値 」 と な っ て 、

キ ャ ン パ ス 内 に 伝 統 的 に

所 蔵 さ れ 、 ま た は す で に

所 在 不 明 と な っ て 死 蔵 さ

れ 、 あ る い は 日 々 創 造 さ

れ た り し て い る 。 グ ロ ー

バ リ ズ ム の 容 赦 な い 進 展

は 、 苛 烈 な 国 際 競 争 へ の

参 加 を 国 立 大 学 に 促 さ ず

に は お か な い 。 そ の 産 官

民 か ら の 輿 望 を 担 っ て 成

果 を 上 げ ら れ る か 否 か が 、

大 学 の 存 立 の 根 拠 と な る 。

大 学 法 人 化 と い う 厳 し い

経 営 環 境 を 国 立 大 学 が 受

容 せ ざ る を 得 な い 理 由 も

畢 竟 こ こ に あ る 。  

山 梨 大 学 は 、 こ の た め

の 知 的 財 産 の 戦 略 的 な 管

理 本 部 を 構 築 し 、 産 学 官

連 携 へ 向 け て 、 組 織 を 整

備 し て い る 。 こ れ を 通 じ

て 、 地 域 に 本 学 が 持 て る

知 的 価 値 の 利 用 や 応 用 を

広 め て い く こ と を 計 画 し

て い る 。  

「 地 域 貢 献 」 は 、 第 一

の「 教 育 」、第 二 の「 研 究 」

と 並 ん で 、 大 学 の 第 三 の

サ ー ビ ス 機 能 だ と 言 わ れ

て い る 。 こ の 四 月 に 山 梨

大 学 は 、「 地 域 の 中 核 ・ 世

界 の 人 材 」 を 大 学 標 語 と

し て 決 定 し た と こ ろ で あ

る 。  


